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私たちは安全をすべてに優先します。
― 私たちの安心、地域の安心、 
　 社会の安心のために ―

労働安全衛生

労働安全衛生方針

「安全は何よりも優先される」という共通の価値観のもと、

事業活動を展開しています。

一人ひとりがこの価値観に基づいて誠実に活動することに

より、すべての職場で安全を確立し、実直に継続することに

より、関係するすべての人たちとの信頼を築くことができる

と私たちは確信しています。

労働安全衛生基本方針
•	これまで培ってきた「オープン・フェア・ベストの精

神」で、労働安全衛生に関わる情報を共有し、予防活
動を推進します

•	あらゆる危険源を抽出し、継続的にリスク低減活動に
取り組むことで、ケガや疾病を未然に防ぎます

•	設備および取扱い物質の性質を把握し、設備の本質
安全化と物質の適正管理を継続的に図ることで、安
全で健康的な労働環境を形成し維持します

•	すべての従業員への適切な教育・訓練を通じて、人財
を育成します

•	各国の法とその精神を遵守するとともに、関連する国
際規格や自主的に定めた基準を遵守します

災害の発生状況

労働安全衛生基本方針のもと、安全な職場を形成すること

に取り組んできました。しかしながら、2013年7月15日、豊

橋事業所で働く人1名が重合釜の分解掃除中に亡くなる火気

事故を発生させてしまいました。残念ながら、深刻な災害の

発生件数は増加傾向にあります。

この危機的な状況を打破すべく、グループをあげて安全対

策の強化を図っています。

「先取り型の安全活動」の実現に向けて

私たちは、従来の「未然防止」型から「先取り」型の安全活動

へ移行しつつあります。先取り型の安全活動とは、災害の原

因が生み出されないようにする活動で、災害のない、誰もが

安心して働ける職場を築くことを目指しています。

その実現のために次の3つに重点的に取り組んでいます。

新設計基準の定着

従来の基準に機械安全ならびに電気安全の国際規格の考

え方を取り入れた「グループ設備安全規程　基本概念」を制

定し、関連する技術原則や設備ごとの基準などを整備しまし

た。2014年度以降に新設する設備には新しい基本概念が適

用されます。既存の設備については、2016年までに安全対策

を実施する計画です。

新技術の開発

災害の要因となる危険な作業をなくすために、新しい製造

プロセス技術の開発を進めています。例えば、豊橋事業所で

起きたような火気事故の再発を防止するため、分解掃除の必

要がない重合方法の研究・開発を進めています。

グローバルでの安全文化の醸成

設備の安全対策と並行して、一人ひとりの安全意識もさら

に高めなければなりません。Nittoグループで働くすべての

人が、「安全は何よりも優先される」という共通の価値観を意

識して行動できるよう啓発に努めています。

Nittoグループは、すべての職場で安全を確立し、ステーク

ホルダーに信頼され安心される企業を目指します。

2013年以降の
取り組み

● 未然防止型の安全活動（リスクアセスメント）
  ● 顕在化・潜在化したリスクの抽出と低減

● 先取り型の安全活動（プロアクティブ）
  ● 新設計基準定着
  ● 新技術開発
  ● 文化醸成（グローバル化）

● 再発防止型の安全活動
  ● 発生した災害の類似危険箇所の改善

● Nitto流安全文化の定着

現在

安全確立
安心


